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東よか干潟は、佐賀市南部の有明海の北岸に位置す

る泥干潟です。クロツラヘラサギ、ズグロカモメ、ツ

クシガモなどの絶滅危惧種を含む水鳥類の国内有数

の渡りの中継地、越冬地となっており、特にシギ・チ

ドリ類の飛来数は日本一を誇ります。 

海岸の展望台からは、広大な干潟が一望でき、国内

最大のシチメンソウの群生が広がっています。引き潮

時には有明海特有のムツゴロウや無数のカニ類など

が観察できます。 

平成２７年５月、東よか干潟は国際的に重要な湿地

としてラムサール条約湿地に登録されました。 

     東よか干潟 ラムサール条約湿地賢明利用の推進 
環境の保全等に関して 

講じた施策の実施状況 

ラムサール条約湿地「東よか干潟」 

ラムサール条約湿地登録の意義 

条約登録により、多くの人が干潟に目を向け、その価値や保全について再認識する機会になります。 

また、環境教育の場や観光資源としての活用はもとより、ラムサール条約という世界的なブランドの様々

な産業への活用により、地域振興へとつなげる取り組みも進められています。 

東よか干潟の「保全・再生」、「賢明な利用」、「交流・学習」の推進 

東よか干潟ビジターセンターの整備 

東よか干潟の豊かな自然環境の保全の推進及び地域の活性化に資するため、

学習・交流・観光等の拠点となる施設を整備します。 

◎場所：佐賀市東与賀町大字田中地内（干潟よか公園西側） 

◎構造：［展示棟］木造・平屋建 ［展望棟］鉄骨造：2階建（約759㎡） 

◎工期：令和元年10月～令和2年9月 ◎開館：令和2年10月（予定） 

◎「保全・再生」の主な取り組み 

 ・干潟の底生生物調査の実施 

 ・シチメンソウの保全活動 

 ・海岸漂着物の回収・処分など 

◎「賢明な利用」（ワイズユース）の主な取り組み 

 ・観光への利用 

 ・シギの恩返し米プロジェクトの推進など 

◎「交流・学習」の主な取り組み 

 ・小中学校の環境学習の場としての活用 

 ・東よか干潟ボランティアガイドの育成など 

東よか干潟の保全及びワイズユースの推進について検討し、

実施につなげていくことを目的に、関係団体等で構成する「東

よか干潟環境保全及びワイズユース検討協議会」を設置してい

ます。平成２９年度には今後の活動の指針となる「東よか干潟

環境保全及びワイズユース計画」を策定しました。今後も関係

団体等と連携しながら、各種取り組みを促進します。 

完成イメージ 


